
学校法人 井上学園 

令和６年度 

事 業 報 告 書 

 

  １.法人の概要 

 

    法 人 名       学校法人  井 上 学 園 

    代 表 者       理事長   井 上 忠 次 郎 

    住   所       大阪市生野区小路東２丁目１６－１４ 

    電   話       （０６）６７５１－４６６７ 

    Ｆ Ａ Ｘ       （０６）６７５１－４６９０ 

    ＨＰアドレス       http://www.daitouyouchien.com/ 

 

 

      設置する学校 

        住 所     大阪市生野区小路東２丁目１６－１４ 

        名 称     認定こども園 大東幼稚園 

 

 

   入学定員及び園児数の状況 

 

 認可定員（人） 保育を必要とする子ど

もに係る利用定員（人） 

保育を必要とする子ども以外

の子どもに係る利用定員（人） 

実園児数（人） 

２歳児      １２ １２  １７ 

 ３歳児 ３５ １４ ２１ ２９ 

 ４歳児 ３５ １４ ２１ ３０ 

 ５歳児 ３５        １４ ２１ ２３ 

  合計 １１７ ５４ ６３ ９９ 

  

    役員・教職員の概要 

 

理    事   ６名 

 監    事   ２名 

評   議   員  １３名 

教   職   員  ２０名（園長を含む保育教諭１８名 職員２名 ） 

２.事業の概要 



 

教育方針 

 保育教諭は園児との信頼関係を築くことを第一とし、園児と共によりよい教育環境

を作り出すよう努めています。 

 園児の主体的な活動を促し、安定した情緒の下で発達に必要な体験を得られるよう

に配慮しています。 

 園児の、自発的な活動としての遊びを指導の中心として、幼稚園修了までに、生き

る力の基礎となる心情、意欲、態度などを育てます。 

園児の生活経験が異なることを考慮して、一人一人の特性に応じた指導を行ってい

ます。 

   

当該年度の主な事業、行事等実績報告 

    

４月 春期保育、入園式、始業式、新入園児懇談会、給食開始、子育て発達相談 

５月 子育て発達相談、学級懇談会、春の遠足、内科検診、歯科検診、保育参観 

保護者会総会、給食参観、避難訓練 

６月 子育て発達相談、小運動会、プール開き 

   ７月 子育て発達相談、プール参観、個人懇談会、終業式、お泊り保育、プール開放、

夏期保育実施 

   ８月 夏休み、夏期保育実施、子育て発達相談 

   ９月 始業式、子育て発達相談、特別体育指導参観、敬老会 

  １０月 子育て発達相談、運動会、避難訓練、芋ほり遠足 

   １１月 動物村、秋のつどい、みかん狩り遠足、子育て発達相談、新入園児面談会 

      人形劇 

１２月 子育て発達相談、お遊戯会、個人懇談会、クリスマス会、終業式、冬休み 

冬期保育 

   １月 始業式、避難訓練、たこ揚げ大会、子育て発達相談、英語参観、 

新入園児１日入園、小学校見学、作品展、節分 

   ２月 子育て発達相談、公開保育、保育参観、創立記念日、地域公園掃除、お別れ遠

足、茶話会 

３月 子育て発達相談、ひなまつり、個人懇談会、卒園式、修了式、春休み、春期保

育 

その他 誕生会を開催 5.7.9.11.1.3 月、毎週水曜園庭開放、土曜預かり保育実施 

未就園児親子クラス「ひよこ組」開催 

 



 

３.研修の概要 

 

    

  （１）研究事業への参加 

     大阪府・大阪市の主催による各種研修講座へ参加した。（別紙参照） 

     少しではあるが、民間の研修講座についても、研究テーマに沿ったものについて

は、吟味の上参加したものもある。 

 

 

  （２）中央支部・職員研修 

       

 

①  11 月７日   常盤会学園大学  

              教授 ト田 真一郎先生 

「外国籍にルーツを持つ園児や保護者への対応」 

      

 

②  12 月 23 日   臨床心理士・公認心理師・医学博士・保育士 

                 樋口 隆弘 先生 

         

      「特別支援児の保護者へのカウンセリング（関わり方）」 

 

 

４．令和６年度の自己点検・自己評価目標 

 

幼稚園の教育課程の実施達成に関して、教職員の共通理解をはかると共に、日々の保

育目標をしっかりもち、幼児の内面を育む努力をする。 

教育の質の向上のために、園内、園外の研修に積極的に参加する。 

保護者の幼稚園教育に対する理解を高め、ニーズの把握に努め、要望や苦情に適切に

対応をはかる。 


